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まずは家庭の挨拶から
本年度もPTAと 園が連携 して「挨拶運動」を します。元気

に「おはよう !」 という声かけが、気持ちよい一日のスター ト

です。

園では、まず職員から !を含い言葉にして取り組みます。ま

蜃薔湾層歴電弘優晃優し:透堪塞「纏九寒頭忌お蜃黒奮撃塁ヒ頷
になるように取り組んでいきたいと思います。

沢山の「あいさつマン」を作りたいと思います。

輻鰤蝙儡顆 F鋏鰤霰勒ξ』

4月 27日 (■ )は 、今年度初めての保育参観 とPT∧ 総会で し

た。特に初めてお子 さんを入園させ、保護者の方は「園ではどんな

様子で過 ごしているのだろうか ?」 .… 期待 と不安な気持ちで参観

された事 と思います。参観 されてホ ンとされたり、気がか りな事が

あったり……した事 と思います。

保護者の方 と担任が、車の面輪です。 どうか、お子 さんが健やか

に成長 されるために、何か、気がか りな事があ りま したら、 (担 任

が気づいていない事 もありますので)担任に遠慮無 くお知 らせ下 さ

い。 よろしくお願いいた します。

(子 ども逹の様子の一コマを紹介 します )
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PTA事 業として、資源回収をする事になりました。実施

日は 11周 16日 (土)の予定です。

詳細なお矢□らせは、後日させて頂きますが、回収品物は

郵〒蜃 細 藤 調緩 調 豪 ‐ど年 平 Lノ ヾ ヽ`フイン ・ 広

響辱 警頁です。

保管ですが、場所的に秋の運動会後にしか園で保管出来ま

せん。

それまで、厚かましいお願いですが、ご家庭でお願いい

たします。
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コロコロ広 場 (園 庭 開 放 日 )

年 中遠 足

年 少 遠 足

年 長 遠 足

誕 生 会 10:50

田 辺 城 祭 り (年 長 参 加 )

コ ロ コ ロ広 場 :春 の 草 花 遊 び

年 長 園 児大 会 :文 イヒ公 園 体 育 館

つ く し 。年 少 。年 中 は体 圏

保 育 参 観 &P tt A球 技 大 会

振 替 休 日

両 丹 幼 稚 園 研 修 会 で 午 前 中 保 裔

預 か りあ り

□遠 足 は 後 日お知 らせ を しま す 。

■ コ ロ コ ロ広 場 は、 未 就 園 児 親 子 の 行 事

◇年 長 行 事 も 、 別 途 お知 らせ しま す 。
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